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１．研究計画の概要 
(1)研究の目的 
経済社会のシステムを運用するに当たって、
その性能を確保することは第１の目的であ
るが、同時に固有のリスクを分析し、これを
制御することも求められている。これまで,
不確実性下の意思決定､リスク分析に関して
さまざまなアプローチがなされているが,複
雑系理論からのアプローチは極めて少ない
のが現状である。 
(2)本研究の背景と手法 
本研究では複雑系の理論を基礎として「不確
実性の新しい概念」を提案し、システムリス
ク制御の具体的方法を示すことを目的とし
ている。これまでのリスク分析の主要なテー
マは「不確実性」であり、予測不能な変動要
因をどのように定式化す。このような不確実
性や緩やかな変動要因では記述できない現
象が実際に多数出現することが、大きな問題
となっていることが確認され、リスク分析に
おけるアプローチや、解析手法の大幅な変更
を迫るものとなっている。 
(3)研究の独自性 
その 1 つが、多様な変動要因の出現であり、
ジャンプ状の変動を含む確率過程・拡散過程
(Diffusion Process)の導入である。あるいは
定常的には無視できる範囲でありながら、一
度発生すると重大な事態を引き起こす事象
(Rare Event)である。例えば、欧米の電力自
由市場におけるオークション価格において
は、定常時の 20 倍にもおよぶ価格のジャン
プが観測され、市場を乱す原因になっており、
工場の火災、金融機関における大規模損失な
ど、ジャンプ状の変動を含む確率過程を考慮
する必要がでてきている。 

２．研究の進捗状況 
今回の基盤研究 B の実施においてほぼ計画
どおりの進捗と成果をあげることができて
おり、更に学会への論文の掲載などが極めて
順調に進んだ結果として、期待をやや上回る
実績となっている。特にこれまで多くの研究
者により難しいとされてきたテーマに関し
ても着実に研究発表と成果論文の刊行を実
施することができており、基盤研究 B による
助成をわれわれ研究者のグループとして遂
行できる体制がとれた結果であると感謝し
ている。 
３．現在までの達成度 
(1)計画をやや上回る達成 
今回の基盤研究 B は 4 年計画であり、昨年度
までの 3年間において研究計画のメインの部
分は部分的な仕上げを残しながら完結する
ことができたと考えている。研究の推進にお
いて多様な研究者をメンバーとして加える
ことができたことも、大きな成果をあげた理
由となっている。今回の基盤研究においては
経済学はもとより商学、工学の分野からの研
究者も参加しており、さまざまな側面からの
貢献がなされている。 
(2)補完すべき課題 
しかしながら、研究はあくまでもわれわれの
研究成果を社会、特に学会を構成する会員で
ある大学や企業の研究者に理解をして評価
をしてもらうことが重要であり、この面から
見るとやや不十分な感じがある。具体的には、
研究計画そのものは着実に実施できている
が、社会的に認知を得るまでの意義の評価が
完全ではないことがある。これらを含めて、
研究の達成度を数値化するのは乱暴である
が、６０～８０％の達成度であると感じてい
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る。 
４．今後の研究の推進方策 
(1)継続研究の意義 
今回の基盤研究 Bは、幸いにもこの実施の前
にも基盤研究 Bとして認定され実施された研
究の継続課題であり、前回の基盤研究の成果
をベースにすることができた点と、この時点
で未解決であった問題にも取り組むことが
でき大変に有意義であったと感謝している。
この後の研究の推進方策に関しては、基礎的
な研究から現実世界をターゲットにし本格
的な応用研究をめざしている。これまで進め
てきた 2期にわたる基盤研究 Bの実施におい
ても現実への応用を意識しながらすすめて
きたが、しかしながら基礎理論の構築を優先
せざるを得ない現状があり、応用例にあげて
いる事例についても、シミュレーションによ
る結果や簡単な実例にとどまっている。今回
の基盤研究の中でも、最終年度にあたり、可
能な限り現実の世界における事例と応用例
を見出すことにつとめたい。 
(2)次期の基盤研究推進に向けての準備 
今回の基盤研究は 2010 年度で終了するので
この期間に集中的に基礎的な課題や問題解
決のための活動を最後まで継続する予定で
ある。しかしながら一方では新しい課題や分
野に遭遇することになり、更に研究を深化さ
せる必要性を痛感している。その具体的な現
れとしては今回の基盤研究による成果が多
数の学術論文として学会雑誌の掲載されて
いることなどがある。これは研究のテーマ設
定の適切さと同時に研究分担者の努力によ
るものである。したがって、可能ならば次の
期における基盤研究におけるテーマ設定へ
とつなげていきたい。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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